
参考資料１－１ 

幼齢期の動物の販売について 

～我が国における子犬（子猫）の販売流通実態について～ 

 

１．販売流通経路のパターン 

①

②

④ ③

⑦

⑥ ⑤卸 売 業 者

販
売
店

オ ー クシ ョン

ブ
リ
｜
ダ
｜
・
輸
入
業
者

最
終
飼
い
主

 

 

２．流通量について 

ブリーダーの年間生産量(推計)：約１００万頭※１ 

年 間 輸 入 量：約   １万頭※２ 

 

３．販売日齢について※３ 

（１）販売店の仕入れる日齢の平均 

・オークションから（④）     ：犬４１．６日齢、ねこ４４．３日齢 

・卸売業者から（⑥）     ：犬４３．３日齢、ねこ４３．６日齢 

（２）販売店の販売日齢の平均（⑦）：犬６０．１日齢、ねこ６２．１日齢 

 

※１ 全国ペット小売業協会推計 

※２ 動物検疫所調べ（平成１８年度）より 

※３ 環境省・全国ペット小売業協会アンケート調査（平成１８年度）より  



規制内容 根拠法令

連邦
　最低生後８週間以上および離乳済みの犬猫でない限り商業目
的のために輸送または仲介業者に渡されてはならず、または何
者によっても商業目的のために輸送されてはならない。

連邦規則

州法

　犬の飼養業の許可を受けている者は、許可を受けている愛玩
動物店もしくは飼養業者に対し、生後８週間に達していない犬を
販売してはならない。

犬の飼養および販売に関する1999年法

　８週齢未満の子犬は、母犬から引き離してはならない。但し、犬
の生命を救うためにやむを得ない場合を除く、その場合であって
も引き離された子犬は８週齢までは一緒に育てなければならな
い。

動物保護＝犬に関する全般的規定

　生後８週間以内の幼齢な犬、生後１２週間以内の幼齢な猫は母
親から引き離してはならない。生後８週間以内の幼齢な犬、生後
１２週間以内の幼齢な猫は、飼養者から離してはならない。

犬猫の所有に関して提案中の新しい秩序お
よびガイドライン

　生後８週間以下の子犬および子猫は、売りに出してはならない。
動物福祉実施基準・愛玩動物店の動物・犬
猫に関する特別要求項目
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全ての動物は離乳と自立ができるようになる時期まで販売してはならない。（犬猫ともに最少年齢を８週とした。）

オーストラリア 　この外にも獣医学的保護事項として、愛玩動物店での離乳前の動物販売を禁止し、また「生後１０週間以内の子猫の住
まいの変更をしてはならない。」という基準がある。

海外における幼齢動物の販売規制の例

国　名

アメリカ合衆国

　調査した１９州の内、ネブラスカ州では６週齢以下の幼齢動物販売が禁止されていた外、ペンシルバニア州等３州で７週
齢以下の販売が、ニューヨーク州等１４州で８週齢以下の幼齢動物の販売が禁止されていた。また、ネヴァダ州では業者
に離乳前の犬猫の親からの分離を禁止（努力規定）している。
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